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ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
周
辺

大
　
森
　
正
　
之

　
日
本
人
研
究
者
の
在
外
研
究
先
と
し
て
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
、
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
を
擁
す
る
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
市
周
辺
を
、
次
の

四
つ
の
側
面
か
ら
特
徴
づ
け
印
象
を
述
べ
る
こ
と
で
紀
行
文
と

し
ま
す
。

一
、
大
学
街
と
し
て

　
大
学
街
と
し
て
の
特
徴
は
、
大
学
の
総
合
図
書
館
と
各
学
部

棟
（
学
部
は
国
立
）
を
中
心
に
、
街
全
体
に
放
射
状
に
散
り
ば

め
ら
れ
た
、
二
〇
以
上
の
カ
レ
ッ
ジ
（
独
立
採
算
制
の
学
寮
）

の
配
置
に
あ
り
ま
す
。
カ
レ
ッ
ジ
は
食
堂
と
図
書
館
（
多
く
は

教
会
）
を
具
え
、
学
生
は
、
院
生
そ
し
て
一
部
の
フ
ェ
ロ
ー

（
学
寮
教
官
）
と
共
に
共
同
生
活
を
し
つ
つ
、
学
ぶ
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
フ
ェ
ロ
ー
は
分
担
し
て
、
所
属
学
生

の
専
攻
す
る
学
問
分
野
に
つ
い
て
週
一
回
程
度
の
少
人
数
個
別

指
導
を
行
い
、
さ
ら
に
は
勉
学
と
生
活
の
全
般
に
つ
い
て
の
指

導
も
行
い
ま
す
。
多
く
の
有
名
カ
レ
ッ
ジ
は
観
光
客
に
有
料
で

開
放
さ
れ
、
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
が
夏
期
休
暇
中
、
所
属
学
生
を

帰
郷
さ
せ
、
東
欧
、
南
欧
、
ア
ジ
ア
か
ら
短
期
の
語
学
研
修
生

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
当
然
、
筆
者
の
よ
う
な
客
員
研
究
員

は
、
総
合
図
書
館
と
全
学
部
の
図
書
館
そ
し
て
全
カ
レ
ッ
ジ
の

図
書
館
が
利
用
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
家
族
と
友
人
の
カ
レ
ッ
ジ

観
光
も
無
料
に
な
り
ま
す
。

　
神
田
地
区
は
皇
居
周
辺
に
集
中
的
に
緑
の
空
間
が
あ
り
ま
す

が
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
は
街
中
央
を
流
れ
る
ケ
ム
川
の
両
岸
に
、

カ
レ
ッ
ジ
保
有
の
緑
地
帯
や
公
園
や
コ
モ
ン
ズ
（
入
会
放
牧

地
）
が
、
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
年
中
緑
を
た
た
え
、
常

に
何
種
類
か
の
花
が
咲
い
て
い
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
、
多
く
の

水
鳥
や
放
牧
中
の
牛
な
ど
に
出
会
え
ま
す
。
ま
た
全
カ
レ
ッ
ジ
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の
中
庭
も
同
様
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
街
か
ら
若
干
離
れ
る

と
、
カ
レ
ッ
ジ
保
有
の
ラ
グ
ビ
ー
場
や
サ
ッ
カ
ー
場
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
や
ク
リ
ケ
ッ
ト
・
コ
ー
ト
が
点
在
し
、
常
に
手
入
れ
さ

れ
た
芝
生
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

二
、
観
光
の
街
と
し
て

　
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
観
光
名
所
は
、
各
カ
レ
ッ
ジ
に
付
帯
す
る

中
庭
や
聖
堂
・
教
会
、
ケ
ム
川
で
す
（
パ
ン
ト
と
い
う
平
底
船

で
の
川
下
り
は
お
薦
め
で
す
）
。
そ
し
て
、
い
く
つ
か
の
学
部

付
属
の
博
物
館
（
動
物
学
博
物
館
は
、
筆
者
の
お
気
に
入
り
で

す
）
、
フ
ィ
ッ
ツ
ウ
ィ
リ
ア
ム
美
術
館
、
ケ
イ
ン
ズ
の
母
親
が

設
立
に
協
力
し
た
小
規
模
美
術
館
と
付
属
の
民
俗
資
料
館
な
ど

で
す
。
ま
た
、
南
東
部
、
郊
外
の
グ
ラ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
村
ま
で

流
れ
る
ケ
ム
川
に
沿
っ
た
フ
ッ
ト
・
パ
ス
（
遊
歩
道
）
は
、
ケ

イ
ン
ズ
や
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
や
バ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ

ら
の
通
っ
た
散
歩
道
で
あ
り
、
そ
の
終
点
の
「
オ
ー
チ
ャ
ー

ド
」
と
名
付
け
ら
れ
た
オ
ー
プ
ン
・
カ
フ
ェ
で
、
観
光
客
は
紅

茶
と
ス
コ
ー
ン
を
楽
し
め
ま
す
。

　
大
学
街
で
あ
っ
て
も
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
は
、
神
田
地
区
と
比
べ

て
、
出
版
社
・
古
本
屋
・
新
書
屋
が
多
く
あ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
し
て
楽
器
店
や
ス
ポ
ー
ツ
用
具
店
が
連
な
っ
て
も

い
ま
せ
ん
。
出
版
社
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
出
版
会
が
あ
り
、

古
本
屋
や
新
書
店
、
楽
器
店
や
ス
ポ
ー
ツ
用
具
店
も
街
に
数
軒

つ
つ
点
在
し
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　
観
光
客
と
し
て
訪
れ
る
日
本
人
に
、
特
記
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
ア
ジ
ア
系
の
食
事
処
以
外
は
、
安
く
て
美

味
し
く
清
潔
で
、
店
員
か
ら
普
通
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
ま
り
に
少
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
大
学
街
の

中
心
に
あ
る
大
学
セ
ン
タ
ー
の
学
生
・
職
員
・
教
員
用
の
食
堂

が
、
比
較
的
安
価
で
味
の
ま
と
も
な
（
し
か
し
季
節
感
の
な

い
）
昼
食
と
夕
食
を
提
供
し
て
お
り
、
そ
れ
が
せ
め
て
も
の
救

い
で
す
。
昼
食
は
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
、
あ
る
い
は
ロ
ー
カ

ル
・
チ
ェ
ー
ン
店
で
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
を
買
っ
て
、
野
外
で
と

る
の
が
一
番
で
す
。

　
な
お
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
駅
か
ら
鉄
道
で
十
五
分
ほ
ど
北
に
行

く
イ
ー
リ
i
市
は
、
そ
の
名
の
由
来
ど
お
り
、
か
つ
て
ウ
ナ
ギ

の
名
産
地
（
ロ
ン
ド
ン
へ
馬
車
で
運
搬
）
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

売
上
の
一
部
が
寄
付
さ
れ
て
観
光
名
所
の
カ
テ
ド
ラ
ル
に
な
っ

た
の
は
歴
史
的
事
実
で
す
。
現
在
、
市
内
で
伝
統
の
ウ
ナ
ギ
料

理
は
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
市
の
博
物
館
や
骨
董
品
屋
で
見
ら

れ
る
、
竹
で
編
ん
だ
筒
状
の
ウ
ナ
ギ
採
り
の
仕
掛
け
は
、
江
戸

時
代
に
オ
ラ
ン
ダ
経
由
で
日
本
か
ら
伝
わ
っ
た
そ
う
で
す
。
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三
、
生
活
す
る
街
と
し
て

　
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
市
で
の
衣
食
住
、
そ
し
て
子
供
の
学
校
に
つ

い
て
若
干
述
べ
ま
し
ょ
う
。
着
る
も
の
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ブ
ラ

ン
ド
の
ス
ー
パ
ー
が
数
件
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
ま
で
行
か
な
く
て

も
何
と
か
な
り
ま
す
。
救
世
軍
や
オ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ム
は
私
に
と

っ
て
は
、
安
く
セ
ン
ス
の
い
い
古
着
（
千
円
前
後
）
の
宝
庫
で

し
た
。
カ
レ
ッ
ジ
の
家
族
用
施
設
で
は
昼
食
と
夕
食
が
と
れ
ま

す
が
、
ス
ー
パ
ー
や
近
所
の
肉
屋
、
パ
ン
屋
、
生
協
、
郵
便
局

付
帯
の
雑
貨
店
で
食
材
を
買
っ
て
、
極
力
自
宅
で
調
理
す
る
べ

き
で
し
ょ
う
。
豚
肉
や
鶏
肉
な
ど
は
肉
屋
さ
ん
特
製
の
ス
パ
イ

ス
で
味
つ
け
た
も
の
が
絶
品
で
す
。
魚
は
ス
ー
パ
ー
や
市
庁
舎

前
の
青
空
市
場
で
ほ
ぼ
毎
日
買
え
、
サ
バ
、
イ
ワ
シ
、
タ
ラ
、

カ
レ
イ
、
ス
ズ
キ
、
エ
ビ
、
カ
ニ
、
ホ
タ
テ
な
ど
の
鮮
魚
か
ら

各
種
薫
製
ま
で
、
結
構
多
く
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
青
空
市
場

の
魚
屋
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
（
一
号
）
氏
と
は
懇
意
に
な
り
、
日
本

に
は
い
な
い
西
洋
小
型
ニ
シ
ン
の
食
べ
方
や
ウ
ナ
ギ
の
煮
こ
ご

り
の
食
べ
方
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
コ
メ
、
味
噌
、
豆
腐
、
納

豆
は
街
の
南
部
に
点
在
す
る
中
国
系
あ
る
い
は
韓
国
系
の
食
材

店
で
安
価
に
調
達
で
き
、
ち
な
み
に
我
が
家
の
朝
食
は
ほ
と
ん

ど
和
食
で
し
た
。

　
住
宅
は
、
大
学
の
ア
コ
モ
デ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
が
紹
介

す
る
物
件
が
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
筆
者
は
後
学
の
た
め
、
街

の
不
動
産
屋
で
借
り
ま
し
た
。
管
理
人
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
（
二

号
）
氏
が
信
用
の
お
け
る
優
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
「
こ
の
街
で
最
も
非
常
識
な
隣
人
」
（
ス
氏
い
わ
く
）
と

の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
住
民
組
合
で
の
「
追
放
決
議
」
に
ま
で
事
を

荒
立
て
て
も
、
結
局
、
帰
国
ま
で
解
決
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
小
学
生
の
娘
は
、
堀
金
由
美
先
生
ご
推
薦
の
ニ
ュ
ー
ナ
ム
・

ク
ロ
フ
ト
小
学
校
（
公
立
の
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク

ー
ル
」
と
評
判
高
い
）
が
お
気
に
入
り
で
し
た
。
お
そ
ら
く
他

の
公
立
小
学
校
で
も
、
各
国
研
究
者
の
子
女
が
、
短
期
で
編
入

学
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
受
け
入
れ
態
勢
が
比
較
的
整
備

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
娘
に
よ
れ
ば
、
な
じ
め
る
か
否
か
は

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
セ
ン
ス
次
第
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
市
中
心
部

の
公
立
中
学
・
高
校
の
放
課
後
を
利
用
し
て
、
公
文
式
の
塾
が

開
講
さ
れ
て
お
り
、
娘
も
一
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
た

だ
し
イ
ン
ド
系
の
同
学
年
生
に
算
数
で
は
負
け
て
い
た
よ
う
で

す
。
妻
は
当
初
、
現
地
（
語
）
に
な
じ
め
ず
、
欝
勃
と
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
地
区
の
教
会
で
洋
画
を
習
い
、
さ
ら
に
カ
レ
ッ

ジ
で
中
国
画
を
習
い
（
研
究
室
・
図
書
館
と
自
宅
を
往
復
す
る

だ
け
の
筆
者
に
比
し
て
）
、
急
速
に
友
人
を
増
や
し
地
域
に
溶

け
込
み
ま
し
た
。
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四
、
釣
り
場
と
し
て

　
筆
者
は
環
境
経
済
学
研
究
の
一
環
と
し
て
、
「
英
国
の
内
水

面
遊
漁
制
度
の
魚
類
資
源
お
よ
び
生
息
環
境
保
全
機
能
」
な
る

研
究
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
、
渡
英
目
的
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

隠
れ
た
「
魚
類
資
源
の
宝
庫
」
と
し
て
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
市
を
在

外
研
究
地
に
選
び
ま
し
た
。
し
か
し
実
際
、
英
国
で
は
運
河
と

潅
概
用
（
排
）
水
路
が
あ
る
と
こ
ろ
な
ら
、
何
処
で
も
コ
ー

ス
．
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
（
雑
魚
釣
り
）
が
可
能
で
、
独
自
の
ロ
ッ

ド
．
ラ
イ
セ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
（
釣
り
人
必
携
）
と
そ
の
収
入

源
で
、
魚
類
と
生
息
地
が
保
全
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
々

は
「
英
国
の
釣
り
」
と
言
う
と
、
貴
族
や
お
金
持
ち
が
行
う
、

北
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
フ
ラ
イ
（
疑
似

針
）
に
よ
る
サ
ケ
・
マ
ス
釣
り
を
想
起
し
ま
す
。
し
か
し
労
働

者
・
庶
民
の
伝
統
的
な
雑
魚
釣
り
こ
そ
本
来
の
英
国
の
釣
り
な

の
で
す
。
対
象
は
、
フ
ナ
、
コ
イ
、
ニ
ゴ
イ
、
ウ
ナ
ギ
と
い
っ

た
日
本
に
も
い
る
魚
種
で
、
パ
イ
ク
や
パ
ー
チ
と
言
っ
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
固
有
の
魚
食
魚
（
ル
ア
ー
や
生
き
た
小
魚
で
釣
る
）
が

加
わ
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
英
国
に
は
、
日
本
固
有
の
ア
ユ
は

お
り
ま
せ
ん
。
三
月
十
五
日
か
ら
六
月
十
五
日
ま
で
の
禁
漁
期

間
（
魚
類
妊
娠
中
お
よ
び
産
後
に
つ
き
安
静
が
必
要
な
た
め
設

置
）
以
外
、
晴
れ
る
と
早
朝
か
ら
二
時
間
ほ
ど
釣
り
を
し
て
、

、
、
『
．
強
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朝
食
、
そ
の
後
は
大
学
研
究
室
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
生
活
の

パ
タ
ー
ン
で
し
た
。
釣
果
に
つ
い
て
は
直
接
お
た
ず
ね
下
さ

い
。
釣
り
逃
が
し
た
魚
に
つ
い
て
の
長
い
不
毛
な
話
が
楽
し
め

ま
す
。

い
。

五
、
お
わ
り
に
か
え
て
（
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
）

　
今
回
の
在
外
研
究
に
は
、
既
に
述
べ
ま
し
た
堀
金
先
生
か
ら

の
様
々
な
情
報
支
援
、
西
川
伸
一
先
生
か
ら
の
英
国
仕
様
の
炊

飯
器
な
ど
の
現
物
支
援
、
外
池
力
先
生
か
ら
の
「
ロ
ン
ド
ン
古

本
屋
マ
ッ
プ
」
の
ご
提
供
、
高
橋
一
行
・
山
内
建
治
両
先
生
か

ら
の
英
文
履
歴
書
作
成
上
の
助
言
な
ど
、
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
の
他
の
先
生
方
か
ら
も
多
く
の
助
言
を
頂
き
ま
し
た
。

記
し
て
感
謝
し
ま
す
。
ま
た
留
守
中
は
多
く
の
先
生
方
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
特
に
新
田
功
、
藏
本
忍
、
両
先
生
に

は
、
不
在
中
に
出
版
し
た
共
訳
書
や
編
著
に
か
ん
し
、
多
大
な

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
し
ま
し
た
こ
と
、
記
し
て
謝
罪
と
感
謝
を

表
し
ま
す
。

　
な
お
現
在
、
西
川
先
生
の
炊
飯
器
と
筆
者
が
秋
葉
原
で
購
入

し
ま
し
た
英
国
仕
様
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
マ
シ
ン
が
自
宅
に
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
、
英
国
に
在
外
研
究
に
行
か
れ
る
先
生
方

に
、
当
然
、
無
償
で
お
譲
り
い
た
し
ま
す
。
是
非
ご
連
絡
下
さ
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